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②学校と
地域の課

題

学校支援ボ
ランティアの
確保・育成

人口減少、少子化が進む
中、学校を支える地域力が
低下してきている現状にあ
り、今まで以上に、地域ぐる
みで、かつ相互に学校運営・
活動を支援する体制を築い
ていく必要がある。

件 15

PTAや保護者及び
地域の人々、また各
団体のボランティア
による支援が行わ
れてきている。近年
は、NPO法人による
子どもの放課後支
援活動等も活発に
なってきている。

・地域ぐるみで学校活動を支援し、併
せて地域活動を活発にすることの仕
組みとしての「協働体制」の意義・必
要さの啓蒙活動を積極的に行う。
・人材の発掘を具体的・積極的に行う
（統括コーディネータ―、活動推進員・
支援員、ボランティア、部活動指導者
等）。合わせて、事業の一部を委託で
きる地域内団体の発掘に努める。
・協働体制の推進と活動の具体的進
め方等について、コーディネーター・
推進員をはじめ関係者全体での研修
を実施する（都内研修及び講師招聘
等）。
・既に実施されている支援事業の見
直しや協働事業としての取り組みの
検討と、学校・地域が求める新たな協
働事業の具体化（地域理解活動や学
習のための支援。放課後子ども活動
への支援、部活動支援、等）

・地域と学校が相互に協働し
ていくことで、学校運営や活
動の支援強化と質の充実に
つながる。とともに、地域づく
りに還元される流れをつくる。
・協働活動による事業の企
画・調整・実施

既存事業の見直し
及び新しいメニュー
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